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どの窓口かわからない場合でも、
まずは、兵庫県弁護士会まで
お電話ください。
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自分の経験した辛さは宝物
悩みこそが相手を理解するキーワード

高木慶子シスターと会長の対談



■「悲嘆」とは何か

津久井　シスターがグリーフケアの世界に入られた経過
を教えていただけませんか。

高木　はじめは東京でカウンセラーとして教育相談所を
立ち上げ、ありとあらゆる方の相談に応じてきました。新宿
は人の悲しみや苦痛が集約されたような街ですよね。そこ
で15年間カウンセリングを続けてきて、行き詰まりまし
た。カウンセリングでは、人の悲嘆を癒やせないことに気
付いたのです。そこから手探りでグリーフケアの道を拓い
ていきました。

津久井　カウンセリングとグリーフケアは何が違うのですか。

高木　たとえば、不登校の場合、周りの問題をすべて解
決しても学校にいけない子がいます。それは、その子の悲
しみや心の傷が癒されていないからです。つまり、問題解
決や分析をするカウンセリングではなく、心の傷を癒して
いくグリーフケアが必要なんです。

津久井　そこから阪神・淡路大震災やＪＲ福知山線脱線
事故の支援につながっていくのですか。

高木　そうです。関西に来て三十数年になりますが、関西
には、独自の悲嘆の文化があると思っています。たとえば、
阪神淡路大震災、そして少年Aの事件。私は、被害者の山
下彩花ちゃんのお母さんにも伴走してきました。加害者が
いるかどうかという、天災と人災の違いも重要です。

津久井　グリーフ（悲嘆）というのは、親しい人が亡くなっ
た時に落ち込む状態をいうのですか。

高木　悲嘆とはとても広い概念です。一般的には、家族
や友人との死別の後の状態を悲嘆といいますが、実はそ
れに限られません。たとえば、小さな子供がお母さんと離
れたら泣きますよね。あれも悲嘆の一つです。お母さんが
ここにいないという悲しみです。広い意味での悲嘆は、全
ての辛さや悲しみ、残念な気持ちまでも含みます。今起き
ているウクライナのことは全世界の悲しみですね。そして、
コロナによる不安も、日常の安全・安心の喪失により起き
た悲嘆です。

■「悲嘆」の中にある弁護士業務

津久井　とすると、弁護士が相談を受ける、大切な財産
を失うとか、家族と別離するといったことも悲嘆なのでし
ょうか。

高木　もちろんです。今日はそれをお伝えしたかったんで
す。弁護士先生は、まさに悲嘆の渦中で仕事をなさってい
ます。原告側にも被告側にもそれぞれの苦痛や悲嘆があ
ります。そのことを弁護士先生にはよく理解していただき
たいと思うのです。そして、もうひとつ大事なことは、弁護
士先生ご自身が、当事者の悲嘆によってストレスを受けて
いらっしゃるということです。

津久井　それはあまり意識していませんでした。

高木　弁護士先生は、どちらかの立場に立って、相手を
非難するので、時には自分の良心に負担がかかるでしょ
う。ある弁護士先生は「嘘を重ねたら真実になる」と思い
ながら仕事をしていて、時に辛いときがあるとお話しして
おられました。これは、自分の良心から生まれるスピリチュ
アル・ペイン（心の痛み）です。私は、弁護士さんには、ケ
アが必要だと思っているんです。

津久井　弁護士にはどんなケアが必要なのでしょうか。

高木　その痛みは、仕事上や任務に伴う痛みだと受け止
め、受け止め切れないときは、その思いを人に話すことで

す。特に、弁護士先生にはグリーフケアの専門家に話をす
ることが必要だと思います。そうした受け止めの専門家を
育てるために、私はグリーフケア研究所を立ち上げまし
た。福祉の分野で言う「伴走型支援」に似て、寄り添いな
がら悲嘆を受け止め共有するのです。

津久井　弁護士の仕事は、どうしてもお金の話になりが
ちです。たとえば交通事故でも、深い悲嘆に暮れる中、金
額の話をせざるを得ません。

高木　もちろん、人の命は戻りませんし、最終的にはお金
で解決するしかありませんよね。みなさんも本当は分かっ
ているんです。だからこそ、弁護士先生には、お金の話に
なる前に、当事者も大きな辛さや悲嘆を抱えていること
を、よくよくご理解いただきたいと思うのです。

■自らの喜怒哀楽を大切にする

津久井　私たちが悲嘆につ
いて理解を深めるためには、
どうしたらよいでしょうか。

高木　ええ。先生、ひとつお
尋ねしますけれど、失恋のご
経験はおありですか？

津久井　はい、何回も（笑）。

高木　あるいは親に叱られたとか。自分が正しいと思って
やったことが誰かに否定されたとか。その失恋や、苦痛、落
胆、悲しみを深く理解することです。人には誰でも、必ず悲
しみの経験があります。その体験に向き合うことが大事な
んです。他者と同じ体験を持つ必要はありませんが、自分
の辛さが分からなければ、他者の辛さを理解することなど
できません。悲嘆は、頭で理解することではありません。そ
ういう意味で、自分の経験した辛さは宝物なんです。

津久井　お話しをうかがっていると、人生の悩みを解くヒ
ントが降ってきたような気がします。

高木　ぜひ悩んで下さい。悩みこそが相手を理解するた
めのキーワードです。

津久井　兵庫県弁護士会の取り組みとして何かご助言を
いただけませんか。

高木　誰にとっても人生は思い通りにならないものです。
人生を生きていく人間を理解するために、グリーフケアを
学んでいただきたいと思います。そして、ご自身をケアして
下さい。自分の心がイライラしていたら、人に優しくなれま
せんよね。まず自分の心が安らかであるように、適切なケ
アを受けていただきたいと思います。

津久井　悲嘆が、弁護士の仕事に深くかかわることが分
かり、とても勉強になりました。

（対談日　2022／３／11）

高木慶子さんは、上智大学グリーフケア研究所名誉所長で、日本に
おけるグリーフケアの研究、実践の第一人者である。阪神・淡路大震
災、ＪＲ福知山線脱線事故、東日本大震災・福島原発事故など、立
て続く事故や災害の惨禍の現場で悲嘆（グリーフ）に暮れる方々に
寄り添ってきた。『グリーフケア入門　悲嘆のさなかにある人を支え
る』（編著・勁草書房）など著書多数。惨禍の現場を共にする弁護士
に対しコメントをいただいた。
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弁護士業務におけるグリーフケア
兵庫県弁護士会　会長　中 上  幹 雄　

　「悲嘆」「グリーフ」という言葉だけを取り出せば、少し構えてしまいますが、弁護士業務において私な
りに理解すれば、法律論による形式的問題解決だけでなく、依頼者の悲しみ、怒り等、依頼者の気持ち
に思いをはせろということかなと思います。余裕がないと形式的問題解決にのみ走りがちですが、依頼
者の顔が、解決はしてもらったけど何か納得できないという顔になっていないか注意したいと思います。


